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江
戸
町
奉
行
播
磨
守
池
田
頼
方

は
じ
め
に

江
戸
町
奉
行
と
云
え
ば
､
現
在
で
云
う
と
､
東
京
都
知
事
が
警
視
総
監
'
裁
判
所
長
官
を

兼
務
し
た
よ
う
な
江
戸
の
治
政
に
絶
大
な
権
限
を
持
っ
て
い
る
存
在
で
あ
っ
た
｡
町
奉
行
は

南
北
二
人
､
月
番
交
替
制
で
､
江
戸
期
を
通
じ
て
延
べ
九
五
人
'
そ
の
中
で
再
任
は
六
人
'

再
々
任
は
今
回
取
り
上
げ
る
池
田
播
磨
守
頼
方
だ
け
で
あ
っ
た
｡
彼
は
'
江
戸
町
奉
行
に
三

回
'
延
べ

一
〇
年
間
就
任
し
て
い
る
｡
し
か
も
'
こ
れ
ら
再
任
人
事
が
行
わ
れ
た
の
は
'
遠

山
影
元

(遠
山
の
金
さ
ん
)
の
再
任

(弘
化
二
年

･
一
八
四
五
)
以
降
で
'
幕
末
に
か
け
て

の
激
動
期
に
集
中
し
て
い
る
｡
江
戸
町
奉
行
は
'
旗
本
の
昇
進
の
極
点
の
一
つ
で
あ
り
優
れ

た
人
材
が
選
ば
れ
て
い
た
と
云
う
｡
そ
こ
に
は
､
間
違
い
の
な
い
奉
行
人
事
で
､
激
動
期
の

治
安
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
幕
府
の
意
向
が
見
て
と
れ
る
｡

播
磨
新
宮

(現
た
つ
の
市
)
三
〇
〇
〇
石
領
主
､
旗
本
池
田
家
は
､
頼
方
以
前
は
代
々
無

役
の
高
級
旗
本
の
集
ま
り
で
あ
る
寄
合
で
あ
っ
た
も
の
が
､
頼
方
に
至
っ
て
'
出
世
街
道
を

駆
け
上
が
り
重
要
役
職
を
歴
任
し
た
の
で
あ
る
｡
彼
は
如
何
な
る
人
物
で
あ
っ
た
の
か
､
残

念
な
が
ら
T
V
の
名
町
奉
行

｢桜
吹
雪
の
遠
山
の
金
さ
ん
｣
の
よ
う
な
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
事

例
は
伝
え
ら
れ
て
な
い
が
､
三
回
も
任
命
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
､
優
秀
な
人
物
で
あ
っ
た
に

違
い
な
い
｡
現
在
得
ら
れ
る
史
料
の
中
か
ら
'
町
奉
行
頼
方
像
を
推
察
し
て
見
た
の
が
こ
の

｢ノ
ー
ト
｣
の
狙
い
で
あ
る
｡

1

頼
方
の
経
歴

頼
方
は
'今
回
の
神
戸
大
学
近
世
地
域
史
研
究
会
の
検
討
テ
ー
マ
で
あ
る
池
田
家

『系
譜
』

の
播
磨
新
宮
池
田
家
第

一
二
代
当
主
で
あ
る
｡
町
奉
行
時
代
を
中
心
に
'
主
要
経
歴
を
関
連

す
る
政
治
状
況
と
対
比
し
て
表
I
に
示
す
｡
合
わ
せ
て
'
職
歴
は

『系
譜
』
と
幕
府
人
事
記

録

『柳
営
補
任
』
と
の
違
い
も
分
か
る
よ
う
に
し
た
｡

砂
子

了

一

『国
史
大
辞
典
』
に
よ
る
と
､
旗
本
の
典
型
的
な
出
世
コ
ー
ス
の
例
と
し
て
'
目
付

(布

衣
の
役
)
か
ら
遠
国
奉
行
､
更
に
は
'
勘
定
奉
行

(諸
大
夫

の
役
)
･江
戸
町
奉
行
･大
目
付
･

中
性
組
番
頭

･
書
院
番
頭
な
ど
経
て
､
最
終
的
に
は
留
守
居
や
側
衆
に
到
達
す
る
こ
と
で
あ

る
と
云
う
｡

池
田
頼
方
は
'
表
I
の
よ
う
に

｢西
丸
目
付
↓
浦
賀

･
奈
良
奉
行
↓
勘
定

･
町
奉
行
↓
留

主
居
次
席
↓
大
目
付
↓
町
奉
行
｣
と
､概
ね
こ
の
線
に
沿
っ
た
出
世
コ
ー
ス
を
歩
い
て
い
る
｡

町
奉
行
時
代
に
起
き
た
事
件
で
､
彼
が
関
係
す
る
記
録
が
､
は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の
を
見

る
と
次
の
通
り
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
の
事
件
を
中
心
に
検
討
を
進
め
た
い
｡

第

1
回

嘉
永
五

(
1
八
五
二
)
三
･三
〇

～
安
政
四

(
l
八
五
七
)

〓

l･二
八

江
戸
安
政
大
地
震

安
政
二
.

1
0

第
二
回

安
政
五

(
一
八
五
八
)

一
〇
･九

～
文
久
元

(
1
八
六

1
)
五
･
二
六

安
政
の
大
獄

安
政
六
.
二

第
三
回

元
治
元

(
一
八
六
四
)
七
･六

～
慶
応
二

(
一
八
六
五
)
六
･二
九

江
戸
打
致
し

慶
応
二
.
｣ハ

2

安
政
江
T̀1
大
地
意

頼
方
は
'
前
記
奈
良
奉
行
の
後
､
普
請
奉
行
､
勘
定
奉
行
公
事
方
を
経
て
､
嘉
永
五
年

(
一
八
五
二
)
三
月
南
町
奉
行
に
就
任
し
て
い
る
｡
安
政
二
年

(
一
八
五
五
)

一
〇
月
二

日
四
ッ
時

(
二

一
時
～
二
三
時
)'
江
戸
大
地
震
が
発
生
し
た
｡
死
者
四
千
人
'
消
失
家
屋

一
万
四
千
余
戸
の
大
惨
事
と
な
っ
た

(『
日
本
史
年
表
』)
｡
更
に
'
翌
三
年
八
月
二
五
日
に

大
暴
風
'
大
洪
水
が
江
戸
を
襲
っ
た
｡
こ
の
二
大
災
害
に
対
し
て
､
町
奉
行
と
し
て
の
対
処

が
良
か
っ
た
と
､
同
三
年

一
一
月
に
賞
詞
を
受
け
'
翌
年
四
年
五
月

｢出
精
相
務
候
二
付
御

留
守
居
次
席
｣
に
昇
格
し
て
い
る
｡
『柳
営
補
任
』
に
よ
れ
ば
､
同
時
期
､
北
町
奉
行
で
あ
っ

た
井
戸
対
馬
守
覚
弘

(嘉
永
二
年
八
月
～
安
政
三
年

二

月
在
任
)
は
､
頼
方
の
よ
う
な
賞
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七 六 五 義丞 弘I_t 八 七 四 天哩 八 _｣一文政 文I_t初磨
7T: (⊃ ′ヽ五 フt

西磨
八五四 八重 八五 八五〇 八四八 八四六 八四 ら ら ( ら パ パ ら Jj ら I_ft八 八〇四冗 t 天 千 九 五 四

六 七 九 九 九 八 六 月

六 元 一 八 八 八 辛 E5 九 八 ? 天 四 六 日

五 五 四九 四七 四五 竺 午節○ 八 四 ∵ 元 七 六 5 九 読

四 西 町 定 勘 illE∃奈 請 西 寄 同 赤 四 括 四 莱 江 頼方午譜

被 塾 至 ユ‡tj 定 言主EI日良 賀 丸 ∠ゝ⊂コ,門 坂 ツ/ヽ 喝九 ツ/ヽ 督 戸
炎 イ丁 草f 口 令 令

○上 に)道 行′＼行 行 行 質 煎 解 ,Pヨ ,P∃ 口 喝 至

之節 伝lie中華 ム辛 に転 に転 に転 役に_ 役に_任さ 衛拝 衛解 鬼本 門衛 ラ

ノ■■＼系譜には同年五月中炎壁骨折哩宿時脂 イ丁莱也.市○ 方に転JI. lieII.同午月五日請大夫に叙什 flo転任同午月六日布衣に戟任 転任 れ火辛堤見追役拝ibo 命○ II.千(⊃九鬼良門守隆国五女○秤令0 輪生｡公辺に塗早和JT:年隻(八〇ヽ_の届()

荏職月 毎 年 四年 年 年 毎 月 毎 毎

日 四月 月 四月 月 月 〇月 日 七月 〇月 年数

安 約 ペ ペ 五 獄 五 航 一 天 ( 八 と 幕 神 頼方に関

政 錆 リ リ 月 ＼七 i '万 煤 星 月 警 府 田 月 ○
東 結 ー I ～ 九 砲 大 七 表 江 火 は よ 異 月

渇 ○艦 艦 慕 早演近 撃 塩 ～ e, 戸 の 三 り 国 四

地 隊 隊 府 に 平 八 市 強 月 也 船 日

磨 莱帆 莱帆 の天 よ 八り 郎 午大 中莱 化 江を 戸 JJ(:打払 英国

月四 ○日米 0七月 煤改革 華中 打 のち 乱払 lO飢鷲 穀払底 命 市ず 中bo消 汁戸大 ATJ0 舵フエ 逮する

Ei安 和親 八 始ま l昂野 い ハ〇月 蔵 防/岩 の 火( Iト と甲条 日 る ⊂) 秦 莱 栄 日 た 己 ン ノL.Jヽわ
政 約 プ 央 国 払 本 望 丑 ⊂コ~弓 れ
香 柿 ー 茸 舵 い 史 Eaの 良 る
海 結 チ 逮 モ 下 年 吐 大 崎 主
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文負 万些 五 四 安政フt 71 六

八 八 八 八 八 八 八 八

六六 六 五 五 五 五⊥ 五(⊃ 九 八 七 ′ヽ 五

○ 五 四 ○(⊃九 九 八 七 五 六 五
四 宍六 冗 九 八 七 八 云 冗 八

五 五八 五七 五l. 五 五 垂 五九 ′＼ 五 四

於 町 杏 病 国 外 譜 格 飯 公 神 大 宗 将 外 貿 秩 御 職 昨 市
稲 奉 ∠⊂ゝコ気 益 国 に 別 泉 辛 莱 目 門 冒 国 局 砲 留 請 年 中
葉 行 肝 顔 仕 人 記 精 喜 方 川 付 改 代 に 辛 改 守 精 莱 諸
兵 勤 煎 に 法 関 載 入 内 勘 開 よ 加 暫 係 件 並 居 勤 の 色
部 役 役 よ 掛 係 な 吟 初 定 港 リ 役 用 る 敬 び 衣 に 義 潤

萱 蓋 杏 リ 杏 の i.碧 空 至 用 町 を 掛 請 覗阿 に 席 よ 堤 釈

拝 町 秤 イ丁掛 声 拝 を 指 町 り 風 掛

や 至 令｡ 件 藁 葺 義LIJ-杏 イ丁命0 拝 立 物 至 御 ≡巨に:コ 現
イ丁辞 敬柿 市杏 秤命○再勤 命(⊃ ノ∠ゝ7三を 蘭陀 帳掛 イ丁よ 広刀E3守 への ひ外

(⊃育 隼 方 拝A 杏 拝′ゝ領 杏 り 昼 対 国

之哩 寄′ゝ 香拝-tゝ 窪 雪 Pr](⊃ 拝領 PP⊂)事鰭出 秤命0大目付 衣席に 輿且し 質局事

再肝煎御牢差和之ヒニ[∃ ロ席となる⊂) Pr10 _ 入1-q 誓金味七 合枚 不時 容服 易& %下 候素 些 冗兼一日一JFfI解JIo 府事件敬級を香LI. に転役海防掛を望PPO -ヽ罪格○賞詞賜る○件敬調掛拝命0

月 毎七月 九月 五年九月

主 日 国 - 五 慕 桜 処 八 梅 /言 七 正 五 八
導 生 公 月 月 府 田 刑 月 田 安 i 弘 ～月 万 ○

㍉ l緋 書Do萎 雪 雲 七日第次戻禅守莱国公倭鰭襲響事件oは｣の日に国益仕法掛を=Jl.白文管○ノ~■ヽ『年義』＼･...門外の変○ で 二大 七獄 日の 第処 -罰 次終 処わ 刑る にo 始ま早〇坐右目買戻 雲演逮弼安政の大揺始まる0 政 八江 月戸 '地 江予 ∴コレフ蔓延死重嘉人を嘩見る0 死 六去 月〇匹; 宣喜 蓑e,老中阿倍伊勢守 五日大風雨大洪水o(一.一年義[⊆コ＼_ 竿 空室 宴/ :) 也琴死者四千人焼失衣屋
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明治九 磨昼 7CB 文久71: 71:

八七 △ 八⊥ △ △ △ △ 八⊥
′ヽ七 ′ヽ ′ヽ五 ′ヽ五 ′ヽ四 ′ヽ ′ヽ六 六 --

--■■■■■■九 六 五 七 七 (⊃八
七 元 冗 元 5 四 六 八 冗

辛 六四 六 六 六 六 六〇 五九

東 四 西 病気 寄 御合 留 政 職拷 ノ＼町 皇 杏∠ゝ口 逆 差戻 被 丸 事 ム辛 奉 屍 Jl 拍
下 炎 に を 守 己 精 行 香 肝 を
草 o 上 よ 拝 居 革 勤 定 に 頭 煎 哩文免′ゝ~7 之 り 命 次 敬 に 三色亡≡ヨ転 杏 を 衛 じ

戸 節 隠 ○席 級 よ 掛 役(⊃秤 拝 杏 ら
町 一~ヽ 居 町 を り を 命0 命 拝 れ

にて 系三並 喝 至 秤ノ＼丘73E∃｢一.∩秤′ヽ I 命○ る(⊃

死 P日に 莱 T丁御 PP0寸居 Pr70 栄譜
去○ は 育 役 吹 i=

渇禅 同年五 杏義嗣 御免 席町秦 記戟無

守に罪る(⊃ 月中炎@骨折哩宿時脂 千頼諺に譲る○ 一~■＼系譜に記逮なし＼-勤仕並 行兼請に目■rt格0 し＼__○

毎〇月 五日 九月

責 に 六巳 よ 月 騒 五然 月o以
○ 九刀 亘 再

匹ー

四 つ 日ち 第 日 ヒ日 降～日棉
日 聖 二 第 天 長 蛋

大政秦 し 次o長大 州 戻良 狗党の ')1卜l薩 莱茂上

還くつ 坂 戦よ 争り 開江 始戸 Oに 六波 月及 二〇 i竃 五安 日政 米江 価戸 急地 騰 州戟令の勅許を得る0 塾七月四日第吹良州戟争(⊃ 磨撰夷戟争開堕等自三E揺夷に世上 喝五月日天白王穣夷祈喝
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幕
臣
根
岸
衛
奮
の
私
的
編
集
で
あ
る
が
'
ほ
か
の
類
書
の
大
半
が
汀
戸
期
の
中
途
で
終
わ

っ
て
い
る
の
に
対
し
て
､
幕
府
瓦
解
ま
で
を
記
載
し
､
記
載
さ
れ
て
い
る
役
職
が
多
く
信
用
度
が
高
い
点
な
ど
､
幕
府
研
究
に
人
き
な
意
義

を
持
つ
資
料
と
考
え
ら
れ
て
い
る

(『国
史
大
辞
典
l)
0

註
②

『柳
営
補
任
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
役
職
に
は
､
赤
坂
口
門
衛
な
ど
の
下
級
職
佃
の
記
載
は
な
く
､
寄
合
肝
煎
以
L
の
役
職
に
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
｡
又
'
神
奈
川
開
港
用
掛
､
国
jS
仕
法
掛
の
よ
う
な
新
た
に
設
定
さ
れ
た
役
職
の

記
載
も
な
い
｡
布
衣
'
諸
大
夫
な
ど
の
資
格
に
つ
い
て
の
記
載
も
な
い
｡



詞
を
受
け
て
い
な
い
が
'
安
政
三
年

一
一
月
大
目
付
に
昇
格
し
て
い
る
｡
当
時
の
地
震
に
関

す
る
記
録
は

『
日
本
地
震
史
料
』
に
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
'
両
奉
行
の
活
躍
振
り
を

対
比
出
来
る
よ
う
な
も
の
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
｡
同
書
に
'
当
時

一
九
歳
の
南
町
奉
行
所

与
力
'佐
久
間
弥
太
吉
の
体
験
談

｢安
政
大
地
震
実
験
談
｣
(大
正
に
な
っ
て
講
演
し
た
記
録
)

と
し
て
'
頼
方
の
人
と
な
り
を
窺
せ
る
記
事
を
見
出
し
た
｡

彼
'
佐
久
間
弥
太
古
は
､
役
宅
に
て
こ
の
地
震
に
出
遭
っ
た
｡
家
は
大
破
し
た
が
幸
い

家
族
は
無
事
で
あ
っ
た
｡
其
の
内
に
'
城
の
方
か
ら
火
の
手
が
上
が
り
気
が
か
り
だ
と
'

駆
け
出
さ
ん
と
し
た
と
こ
ろ
を
父
に
戒
め
ら
れ
た
｡

御
当
家
の
御
大
法
は
夜
中
大
地
震
で
は
他
か
ら
行
っ
た
者
は
御
城
に
は
い
ら
れ
な
い
｡

そ
れ
よ
り
仲
間
の
青
年
を
誘
っ
て
奉
行
所
へ
出
ろ
と
教
え
ら
れ
､
即
人
を
走
ら
し
て
仲

間
の
同
志
を
集
め
与
力
同
心
供
人
ま
で
二
五
人
と
な
っ
た
｡
-
略
-

各
火
事
具
で
身
を
か
た
め
'
猫
頭
巾
と
い
ふ
を
か
ふ
り
其
上
へ
火
事
頭
巾
を
冠
り
､
手

に
は
馬
上
提
灯
'
手
飛
口
を
も
ち
-
略
-
桶
町
辺
は
や
け
て
い
る
'
火
の
中
を
か
け
ぬ

け
て
鍛
冶
町
へ
く
る
と
'
こ
れ
も
や
け
て
い
る
'
火
の
中
を
か
け
ぬ
け
る
､
中
々
煙
い
'

や
っ
と
鍛
冶
橋
御
門
へ
行
く
と
､
橋
際
は
樺
突
か
た
め
て
い
る
'
通
ろ
ふ
と
す
る
と
留

め
ら
れ
人
数
を
と
ふ
'
-
略
-
西
を
見
る
と
大
名
小
路
は

一
円
の
火
に
て
盛
ん
に
も
え

て
ゐ
る
､
土
佐
､
阿
波
､
二
俣
の
邸
は
無
事
だ
'
こ
れ
な
ら
ば
奉
行
所
も
無
事
な
ら
ん

長
屋
下
通
る
な
'
瓦
か
落
ち
土
手
際
へ
寄
て
通
れ
と
駆
足
に
て
奉
行
所
日
当
に
は
し
る

と
､
門
前
の
茶
屋
は
傾
た
計
り
潰
て
は
い
な
い
､
奉
行
所
も
無
事
や
れ
う
れ
し
や
と

一

息
つ
き
'
開
門
し
て
あ
る
か
ら
内
へ
か
け
い
る
と
'
奉
行
池
田
播
磨
守
は
火
事
具
に
て

身
を
固
め
'
玄
関
前
に
将
凡
に
腰
打
掛
馬
印
隠
高
張
提
灯
を
た
て
'
家
来
及
び
当
番
与

力
も
皆
な
出
て
陣
取
て
ゐ
る
､
早
速
池
田
殿
に
面
会
し
て
無
事
を
祝
し
､
与
力
同
心
の

家
は
大
破
な
れ
と
も
怪
我
人
及
び
組
屋
敷
内
よ
り
火
を
出
さ
ぬ
'
今
の
模
様
に
て
は
此

末
類
焼
は
斗
り
か
た
い
'
何
に
か
御
用
も
あ
ろ
ふ
と
駈
付
た
と
申
立
る
と
､
奉
行
日
く

先
刻
震
動
を
始
め
た
時
'
即
大
手
に
乗
り
付
け
た
当
番
若
同
心
川
上
文
五
郎
は
馬
に
付

て
他

一
人
走
っ
た
-
略
-
そ
の
内
因
州
邸
の
火
は
下
た
火
に
な
り
'
類
焼
の
恐
れ
は
な

い
と
極
々
安
心
し
運
ひ
方
は
や
め
た
'
其
内
に
志
分
の
与
力
同
心
も
駆
付
来
た
､
市
民

救
助
の
法
を
評
議
し
､
此
後
に
は
同
心
支
配
役
年
番
与
力
､
市
中
取
締
掛
'
諸
色
掛
､

与
力
'
町
会
所
掛
与
力
､
此
三
役
は
重
役
に
て
責
任
が
あ
る
'
直
に
評
決
し
た

第

一
は
羅
災
民
へ
炊
出
し
握
り
飯
を
配
賦
す
る
事

第
二
は
宿
な
し
に
な
っ
た
者
の
立
退
先
御
救
ひ
小
屋
を
建
つ
る
事

第
三
は
怪
我
人
を
速
か
に
救
療
す
る
手
当
の
事

第
四
は
諸
問
屋
惣
代
を
呼
出
し
日
用
品
及
び
必
要
の
物
品
を
買
集
る
事

第
五
は
諸
職
人
組
仲
間
惣
代
を
呼
出
し
国
々
よ
り
諸
職
人
を
よ
び
集
め
る
事

第
六
は
売
を
し
み
買
し
め
の
好
商
を
警
戒
す
る
事

第
七
は
諸
物
価
及
び
手
間
賃
も
法
外
に
引
き
あ
げ
間
敷
取
締
る
事

第
八
は
与
力
同
心
町
中
を
見
廻
救
助
方
法
其
他
取
締
を
致
さ
し
む
る
事

第
九
は
町
名
主
に
も
掛
を
申
付
る
事

此
事
議
決
し
て
火
の
中
に
て
向
柳
原
町
会
所
内
へ
焚
出
し
場
を
開
い
て
力
を
尽
し
､
御

救
小
屋
は
例
の
如
く
定
､
受
負
人
え
申
付
る
事
に
決
し
て
手
順
に
か
か
っ
た
､
…
略
-

町
触
申
渡
は
町
年
寄
役
所
に
て
三
日
朝
町
名
主
へ
申
渡
し
町
中
へ
示
し
た

こ
の
話
は
'
野
口
武
彦
著

『安
政
江
戸
地
震
』
に
記
載
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
の

と
こ
ろ
で
'
野
口
氏
が
特
に
強
調
し
た
か
っ
た
の
は
'
ま
だ
火
が
燃
え
て
い
る
最
中
に
､
与

力
達
が
'
上
記
九
ヶ
条
の
よ
う
な
極
め
て
具
体
的
な
地
震
対
策
を
纏
め
､
翌
朝
に
は
各
町
番

組
に
伝
達
L
t
被
災
対
策
が
直
ち
に
機
能
を
開
始
し
た
こ
と
で
あ
る
｡

こ
の
迅
速
な
対
応
振
り
は
'
幕
府
の
記
録

｢撰
要
永
久
録
｣
六
四
巻
の
冒
頭
に
あ
る
地
震

後
の
町
触
第

一
号
に
同
じ
事
項
が
盛
り
込
ま
れ
､
｢北
番
所
よ
り
の
急
達
｣
と
し
て
'
二
日

夜
に
作
成
さ
れ
三
日
朝
に
は
'
申
し
渡
さ
れ
た
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
､
裏
付
け
ら

れ
て
い
る
と
指
摘
し
､
そ
の
迅
速
振
り
を
称
賛
し
て
い
る
｡

筆
者
が
こ
の
記
事
を
読
ん
で
感
じ
る
の
は
､

一
九
歳
の
若
き
与
力
が
､
自
宅
の
こ
と
は
さ

て
置
い
て
'
二
五
人
の
仲
間
と
'
火
の
中
を
掻
い
潜
っ
て
奉
行
所
へ
駆
け
つ
け
た
彼
ら
の
使

命
感
､
そ
れ
を
待
ち
受
け
て
い
た
奉
行
頼
方
の
姿
勢
に
､
当
時
の
奉
行
所
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
良
さ
を
感
じ
る
｡
火
事
装
束
に
身
を
固
め
デ
ー
ン
と
腰
を
か
け
て
､
皆
の
活
躍
振
り
を
見

守
る
頼
方
の
姿
は
､
ど
れ
だ
け
部
下
達
に
信
頼
感
を
与
え
奮
い
立
た
せ
た
こ
と
か
､
つ
い
先

頃
'
体
験
し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
時
の
自
治
体
首
長
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
れ
ば
'
理
解
出
来

よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
｡
頼
方
は
'
こ
の
時
､
町
奉
行
就
任
三
年
半
'
部
下
と
の
間
に
良

好
な
人
間
関
係
を
作
る
に
は
十
分
な
時
間
が
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
｡
た
だ
､
こ
の
話
は
佐
久

間
弥
太
吉
が
､
地
震
か
ら
六
〇
年
ほ
ど
経
過
し
た
大
正
年
間
に
講
演
し
た
内
容
で
あ
っ
て
､
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彼
に
と
っ
て
こ
の
話
は
'繰
返
さ
れ
次
第
に
美
化
さ
れ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
そ
の
点
､

若
干
の
割
引
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
｡

災
害
対
策
を
平
時
か
ら
備
え
て
お
く
気
配
り
を
､
頼
方
は
忘
れ
な
か
っ
た
と
見
た
い
｡
で

な
け
れ
ば
､
火
が
ま
だ
燃
え
て
い
る
よ
う
な
混
乱
時
に
'
上
記
九
ヶ
条
の
よ
う
な
具
体
策
を
'

部
下
達
が
､
短
時
間
に
打
ち
合
わ
せ
纏
め
る
こ
と
は
難
し
い
｡
日
頃
か
ら
そ
の
備
え
が
十
分

出
来
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
｡
そ
れ
を
さ
せ
て
置
く
の
が
何
時
の
時
代
'
ど
の
組
織
で

も
ト
ッ
プ
の
責
任
で
あ
る
｡
更
に
云
え
ば
'
こ
の
取
り
決
め
事
項
を
自
分
の
奉
行
所
か
ら
で

は
な
く
'
月
番
で
あ
る
北
町
奉
行
所
か
ら
の
通
知
と
し
て
､
そ
れ
を
伝
達
さ
せ
た
こ
と
は
'

両
奉
行
所
間
に
は
日
頃
か
ら
良
好
な
関
係
が
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
｡
こ
の
あ
た
り
の
情
景
は
､

組
織
の
統
括
者
と
し
て
見
事
と
云
う
外
は
な
い
｡

3

安
政
の
大
獄

安
政
五
年

(
一
八
五
八
)
か
ら
六
年
に
か
け
て
'
幕
府
の
命
運
を
左
右
し
た
大
獄
が
あ
っ

た
｡
頼
方
は
'
こ
の
事
件
で
裁
判
官
の
一
人
と
し
て
'
抜
擢
さ
れ
そ
し
て
褒
賞
を
受
け
て
お

り
'
当
時
の
幕
閣
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡
こ
れ
以
降
'
彼
の
職
歴
に

良
く
も
悪
く
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
｡
彼
が
ど
の
よ
う
に
関
与
し
た
か
を
見
る
こ
と
に
し

た
い
｡
安
政
の
大
獄
は
'
周
知
の
よ
う
に
'
ペ
リ
ー
来
航
を
契
機
と
し
て
'
全
国
的
に
盛
り
上
が
っ

て
き
た
尊
王
撰
夷
運
動
を
背
景
に
､
日
米
修
好
通
商
条
約
勅
許
問
題

･
将
軍
継
嗣
問
題
に
対

し
て
'

一
ツ
橋
派

･
専
横
派
の
幕
府
反
対
運
動
が
激
化
し
た
｡
大
老
井
伊
直
弼
は
'
こ
れ
を

悪
意
的
と
も
思
わ
れ
る
裁
判
を
行
い
弾
圧
し
た
事
件
で
あ
る
｡
連
座
者
は
公
卿

･
大
名

･
志

士
百
名
余
｡
死
刑
は
吉
田
松
陰

･
橋
本
左
内

･
頼
三
樹
三
郎
ら
八
名
｡
こ
の
反
動
と
し
て
､

翌
年
'
桜
田
門
外
に
お
い
て
井
伊
大
老
が
暗
殺
さ
れ
'
幕
府
崩
壊
へ
と
繋
が
っ
て
行
っ
た
｡

こ
の
事
件
に
つ
い
て
の
評
価
に
は
'
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
が
あ
る
が
､
こ
こ
で
は
'
頼
方
の
関

与
を
見
て
み
る
こ
と
が
主
眼
で
あ
る
の
で
'
ま
ず
､
頼
方
の
経
歴
と
の
関
係
を
表
2
安
政
の

大
獄
経
過
表
に
纏
め
て
み
た
｡
こ
れ
か
ら
見
ら
れ
る
こ
と
は
'
裁
判
ま
で
は
'
開
国
に
伴
う

問
題
処
理
担
当
と
し
て
の
役
割
'
後
段
で
は
大
獄
裁
判
へ
の
直
接
関
与
で
あ
る
｡

①
開
国
問
題
処
理
担
当

安
政
元
年

(
一
八
五
四
)
三
月
三
日
､
日
米
和
親
条
約
締
結
に
よ
り
'
下
田
'
函
館
開

港
と
な
り
'
幕
府
は
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
'
各
種
の
対
策
を
取
っ
て
来
て
い
る
｡
そ
の
状
況

と
頼
方
の
関
係
を
見
る
と
､
頼
方
は
'
町
奉
行
と
し
て
､
安
政
二
～
三
年
に
か
け
て
､
続
け

て
起
こ
っ
た
地
震
､
洪
水
に
対
し
て
の
処
置
に
追
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
､
幕
府
が
､
同
年

一
〇
月
二
〇
日
外
国
貿
易
取
調
掛
を
設
置
す
る
と
､

一
一
月

一
八
日
外
国
貿
易
事
件
取
調
掛

及
び
市
中
諸
色
潤
沢
掛
に
､
頼
方
を
町
奉
行
兼
帯
の
ま
ま
任
命
し
て
い
る
｡
具
体
的
な
仕
事

振
り
は
不
明
で
あ
る
が
'
そ
つ
な
く
役
目
を
こ
な
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
､
任
命
後

一
ケ
月

で
は
あ
る
が
'
昨
年
来
の
地
震
対
策
な
ど
の
勤
務
振
り
を
褒
め
て
お
り
'
翌
四
年
五
月
二
二

日
に
は
留
守
居
役
次
席
に
昇
格
さ
せ
､
半
年
後
の
一
二
月
二
八
日
に
は
､
大
目
付
昇
格
と
と

も
に
海
防
掛
に
任
命
さ
れ
て
い
る
｡
進
行
中
の
日
米
通
商
条
約
交
渉
締
結
に
備
え
た
配
慮
か
｡

安
政
五
年

(
1
八
五
八
)
六
月

一
九
日
に
は
'
通
商
条
約
締
結
に
伴
う
雑
務
処
理
掛
と
も
思

わ
れ
る
貿
易
事
件
取
調
､
阿
蘭
陀
領
事
官
出
府
事
件
取
扱
が
委
任
さ
れ
､
七
月
八
日
の
外
国

奉
行
設
置
に
対
し
て
は
､
七
月

〓

7日
外
国
に
係
る
諸
事
立
会
､
九
月

l
六
日
宗
門
改
加
役

と
'
そ
れ
に
対
応
し
た
と
思
わ
れ
る
役
職
に
命
じ
ら
れ
て
い
る
｡
更
に
､

一
〇
月
二
三
日
の

神
奈
川
開
港
用
掛
の
拝
命
が
､
半
年
後
の
神
奈
川
開
港
の
準
備
役
と
見
れ
ば

'
頼
方
の
こ
の

時
期
の
役
割
は
､
誰
も
経
験
し
た
こ
と
が
無
い
諸
外
国
と
の
通
商
貿
易
業
務
に
つ
い
て
､
的

確
な
実
務
処
理
役
を
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
｡
彼
は
こ
の
時
期
'
裏
方
と
も
思
わ
れ

る
こ
れ
ら
の
職
務
を
誠
実
に
こ
な
し
て
い
た
｡
そ
れ
が

｢安
政
の
大
獄
｣
で
の
主
役
の
一
人

に
押
し
上
げ
た
と
見
て
い
る
｡

｢安
政
の
大
獄
｣
は
こ
の
時
期
既
に
進
行
し
て
お
り
'後
述
す
る
よ
う
に
､
大
獄
の
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
と
も
云
う
べ
き
飯
泉
喜
内
は
､
同
年
九
月

一
七
日
江
戸
に
於
い
て
'
北
町
奉
行
石
谷
穆

清
の
手
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
､
幕
府
は
体
制
強
化

の
た
め
か
､

一
〇
月
九
日
頼
方
を
大
目
付
よ
り
南
町
奉
行
に
再
任
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡

②
五
手
掛
の
頼
方

『
国
史
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
､
五
手
掛
と
は
江
戸
幕
府
裁
判
所
構
成
の

一
種
｡
重
い
身
分

の
者
や
国
家
的
大
事
な
ど
特
に
重
要
な
刑
事
事
件
を
裁
判
す
る
た
め
組
織
さ
れ
'
評
定
所

一

座
中
の
寺
社
奉
行

･
町
奉
行

･
勘
定
奉
行
各

一
人
に
大
目
付

･
目
付
各

一
人
の
合
議
体
で
審

理
す
る
｡
す
べ
て
老
中
が
任
命
L
t
評
定
所
で
開
廷
さ
れ
る
が
､
式
日

･
立
会
と
い
う
定
期

的
開
廷
日
と
は
関
係
な
く
開
か
れ
､
法
廷
で
は
奉
行
だ
け
が
発
言
し
'
仕
置
は
老
中
に
伺
っ

て
､
判
決
は
大
目
付
が
申
し
渡
し
た
｡
江
戸
幕
府
法
上
最
も
丁
重
な
刑
事
裁
判
手
続
で
'
安

政
の
大
獄
な
ど
が
こ
れ
に
よ
っ
た
｡

安
政
五
年

(
一
八
五
八
)
後
半
か
ら
'
容
疑
者
の
逮
捕
に
踏
み
切
っ
た
幕
府
は
'
同
六
年
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初
め
よ
り
裁
判
を
始
め
る
こ
と
に
し
て
'
大
獄
故
上
記
の
五
手
掛
扱
い
と
し
た
｡
以
下
吉
田

常
吉
著

『安
政
の
大
獄
』
に
よ
る
｡

寺
社
奉
行
板
倉
勝
活
､
町
奉
行
石
谷
穆
清
'
勘
定
奉
行
佐
々
木
顕
発
'
大
目
付
久
貝
正

典
､
目
付
松
平
康
正
を
五
手
掛
と
な
し
'
木
村
敬
蔵
は
評
定
所
留
役
勘
定
組
頭
を
も
っ

て
こ
れ
に
与
っ
た
｡
こ
の
内
､
石
谷
が
た
だ
独
り
井
伊
派
で
あ
っ
て
､
彼
は
早
く
か
ら

直
弼
の
知
遇
を
得
て
､
掘
割
問
題

(地
元
彦
根
藩
領
に
於
け
る
運
河
開
削
問
題
で
小
浜

藩
と
対
立
)
で
は
勘
定
奉
行
と
し
て
陰
に
あ
っ
て
情
報
を
知
ら
せ
'
直
弼
が
大
老
に
な

る
と
､
た
ち
ま
ち
町
奉
行
に
昇
進
し
た
の
で
あ
っ
た
｡
五
手
掛
の
一
員
に
厳
罰
論
を
唱

え
る
大
老
の
代
弁
者
が
い
た
の
で
'寛
典
論
を
主
張
す
る
者
と
の
間
に
対
立
を
来
し
た
｡

安
政
六
年
正
月

l
三
日
､
石
谷
は
彦
根
藩
城
使
富
田
権
兵
衛
を
招
き
'
五
手
掛
内
の
対

立
を
伝
え
'
-
略
-
寛
典
論
者

(囚
人
を
徹
底
的
に
吟
味
す
れ
ば
大
騒
動
に
な
る
や
も

知
れ
ず
'
将
軍
が
幼
君
の
こ
と
も
考
慮
し
て
'
な
る
べ
く
寛
大
な
処
置
と
す
べ
し
の
論
)

と
し
て
板
倉

･
佐
々
木
の
名
を
あ
げ
木
村
が
そ
の
元
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
た
｡
富
田
権

兵
衛
か
ら
の
報
告
を
受
け
た
直
弼
は
'
寛
典
論
と
は
も
っ
て
の
外
と
激
怒
'
老
中
に
更

迭
を
謀
ら
せ
た
｡
こ
の
結
果
､
二
月
二
日
板
倉
の
寺
社
奉
行
を
免
じ
'
佐
々
木

･
木
村

に
は
共
に
免
職
差
控
を
命
じ
'
翌
日
町
奉
行
池
田
頼
方
を
し
て
勘
定
奉
行
を
兼
ね
さ
せ
､

寺
社
奉
行
本
荘
宗
秀
と
共
に
任
命
し
て
'
新
た
な
五
手
掛
を
補
充
し
'
つ
い
で
一
〇
日

評
定
所
留
役
勘
定
組
頭
吉
田
昇
太
郎
を
木
村
の
後
任
と
し
た
｡
こ
う
し
て
五
手
掛
は
厳

罰
を
唱
え
る
陣
容
に
改
組
さ
れ
'
審
理
尋
問
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

頼
方
の
如
何
な
る
と
こ
ろ
が
厳
罰
論
者
と
し
て
'
大
老
井
伊
直
弼
に
認
め
ら
れ
た
か
'
こ

の

『安
政
の
大
獄
』
で
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
｡
数
年
来
､
内
外
の
諸
問
題
を
着
実
に
処
理

し
て
来
た
彼
の
仕
事
振
り
が
､
直
弼
の
眼
に
留
っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡
か
く
し
て
'
頼
方
は
'

町
奉
行
兼
務
の
勘
定
奉
行
と
し
て
､
大
獄
の
裁
判
に
関
わ
っ
て
い
く
の
で
あ
る
｡
『系
譜
続
録
』

記
載
の
賞
詞
も

｢勘
定
奉
行
兼
帯
ノ
事
務
特
二
精
勤
ス
ル
ニ
ヨ
リ
｣
と
あ
る
｡

③
糾
問
評
定
所
の
糾
問
は
､
安
政
六
年
二
月
二
六
日
よ
り
始
ま
っ
た
｡
幕
府
は
水
戸
藩
主
斉
昭
を

も
っ
て
､
将
軍
継
嗣
問
題
慶
喜
擁
立
を
企
て
た
首
謀
者
と
み
な
し
､
五
手
掛
は
遮
二
無
二
に

追
及
を
し
た
の
で
あ
る
｡
特
に
水
戸
藩
関
係
者
に
は
'
厳
し
い
尋
問
が
行
わ
れ
た
｡
四
月

二
六
日
水
戸
藩
家
老
安
畠
帯
刀
'
奥
右
筆
頭
取
茅
根
伊
予
之
介
'
小
十
人
目
付
組
頭
大
竹
義

兵
衛
の
召
喚
か
ら
始
ま
っ
た
｡
茅
根
伊
予
之
介
が
尋
問
の
様
子
を
手
記

『鞄
訊
筆
記
』
に
残

し
て
い
る
｡
そ
れ
を
元
に
し
て
書
か
れ
た
頼
方
と
の
遣
り
取
り
を

『安
政
の
大
獄
』
よ
り
抜

き
書
き
す
る
｡

代
わ
っ
た
池
田
頼
方
も
御
着
君

(慶
喜
公
)
の
こ
と
を
追
求
す
る
｡
斉
昭
が
斯
様
に
い

た
せ
と
仰
せ
ら
れ
ず
と
も
､
斯
様
に
な
れ
ば
宜
し
い
と
か
の
論
の
な
い
は
ず
は
な
く
､

内
輪
の
打
ち
解
け
た
話
で
は
､
話
題
に
な
ら
な
ぬ
は
ず
は
な
い
と
尋
ね
た
｡
茅
根
は
'

夷
船
来
航
な
ど
の
談
論
は
あ
っ
て
も
､
御
着
君
の
こ
と
は
承
ら
ず
と
答
え
る
と
､
頼
方

が
､
其
方
の
運
動
に

｢勘
考
｣
(将
軍
は
､

一
三
歳
の
紀
州
慶
福
よ
り
年
長

･
賢
明
の

方
が
立
て
ば
'
天
下
の
た
め
御
家
の
た
め
に
も
な
る
か
ら
慶
喜
当
時
二
二
歳
を
勘
考
す

べ
き
と
の
意
)
と
し
た
た
め
た
の
は
な
ぜ
か
'
左
様
な
大
事

(斉
昭
の
指
示
)
を
其
方

だ
け
の
運
動
で
申
し
送
る
は
ず
は
な
く
､
ま
た
吉
左
衛
門

(水
戸
藩
京
都
留
守
居
鵜
飼

吉
左
衛
門
)
が
勘
考
し
て
も
何
の
益
も
な
い
こ
と
'
｢勘
考
｣
の
二
字
に
は
周
旋
い
た

せ
と
の
意
が
こ
も
っ
て
い
る
こ
と
は
明
瞭
'
そ
れ
を

一
存
で
運
動
し
た
と
申
し
て
も
'

申
し
訳
た
た
ず
､
吉
左
衛
門
初
め
い
ず
れ
の
中
ロ
も
'
老
侯
に
も
斯
様
と
存
じ
周
旋
し

た
と
述
べ
て
お
り
､
其
方
の
陳
述
の
み
が
合
わ
ぬ
の
は
'
必
ず
斉
昭
の
胸
中
を
察
し
て

の
運
動
か
､
さ
も
な
け
れ
ば
家
老
の
申
し
付
け
か
と
厳
し
く
責
め
立
て
た
｡
茅
相
は
答

え
て
'
勘
考
に
周
旋
の
意
を
含
め
て
運
動
し
た
こ
と
は
な
く
'
ま
た
家
老
中
に
は
世
上

の
風
説
な
ど
を
も
う
す
こ
と
は
あ
る
が
'
談
合
の
こ
と
は
な
く
'
も
っ
と
も
安
島
と
は

斯
様
に
な
れ
ば
宜
し
く
､
何
卒
左
様
に
い
た
し
た
い
と
申
し
た
こ
と
は
あ
る
が
､
か
か

る
書
面
を
送
る
相
談
な
ど
し
た
こ
と
は
な
い
と
述
べ
た
｡
頼
方
が
'
君
臣
の
間
で
婿
を

求
め
る
わ
け
で
は
な
い
が
､
主
君
の
様
子
が
宜
し
い
こ
と
を
願
う
も
の
'
ま
た
不
機
嫌

な
る
は
欲
せ
ざ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
'
何
か
話
の
つ
い
で
に
御
着
君
の
こ
と
を
申
し
出

て
'
仰
せ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
追
及
し
た
｡
茅
根
は
五
手
掛
の
疑
心
に
堪
り
兼

ね
て
'
御
着
君
に
つ
い
て
承
っ
た
こ
と
が

一
ヵ
条
だ
け
あ
り
と
て
陳
述
し
た
0
-
略
…

斉
昭
を
も
っ
て
､
将
軍
継
嗣
問
題
で
慶
喜
擁
立
を
企
て
た
首
謀
者
と
み
な
し
た
い
五
手
掛

に
対
し
'
何
と
か
こ
れ
を
阻
止
し
た
い
水
戸
藩
士
側
の
緊
迫
し
た
や
り
と
り
が
伝
わ
っ
て
く

る
｡
今
度
の

｢頼
方
し
ら
べ
｣
で
頼
方
の
肉
声
ら
し
き
も
の
が
聞
こ
え
て
き
た
の
は
こ
こ
だ
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け
で
あ
る
｡
有
力
な
五
手
掛
の
一
員
と
し
て
'
活
躍
し
て
い
た
様
子
が
伝
わ
っ
て
来
る
で
は

な
い
か
｡

④
判
決
評
定
所
の
判
決
は
､
こ
の
安
政
六
年
の
八
月
か
ら

一
〇
月
に
か
け
て
､
三
次
に
分
け
て
行

わ
れ
た
｡
直
弼
は
､
将
軍
継
嗣

･
条
約
調
印
の
問
題
か
ら
'
つ
い
に
密
勅
が
水
戸
藩
に
降
下

し
'
幕
府
の
面
目
に
か
か
わ
る
事
態
に
至
っ
た
の
は
､

一
に
斉
昭
が

1
部
公
家

･
志
士
と
組

ん
だ
陰
謀
と
曲
解
し
て
い
た
｡
従
っ
て
'
判
決
も
水
戸
藩
関
係
者
に
厳
し
い
も
の
に
な
っ
た
｡

表
2
安
政
の
大
獄
経
過
表
に
も
あ
る
よ
う
に
､
斉
昭
の
国
元
永
蟹
居
を
始
め
と
し
て
'
死
罪

八
名
の
内
四
名
が
水
戸
藩
士
で
あ
っ
た
｡

幕
府
の
慣
行
と
し
て
'
評
定
所
は
専
ら
前
例
に
準
拠
し
て
､
尉
酌
の
無
い
判
決
案
を
考
え
､

閣
僚
に
伺
い
出
る
｡
閣
僚
は
こ
れ
を
決
裁
す
る
に
当
た
っ
て
'
五
手
掛
の
案
よ
り

一
､
二
等

罪
を
軽
減
す
る
の
を
例
と
し
て
い
た
｡
水
戸
藩
士
に
つ
い
て
見
る
と
'
鵜
飼
父
子
は
評
定
所

の
案
通
り
で
あ
っ
た
が
､
安
島
は
水
戸
家
家
老
の
ゆ
え
を
も
っ
て
仕
置
仕
ら
ず

(無
罪
と
す

る
?
)
'
茅
根
は
遠
島
の
案
で
あ
っ
た
｡
し
か
る
に
､
そ
の
最
終
処
断
で
は
､
安
島
は
切
腹
'

茅
根
は
死
罪
と
な
っ
た
｡
こ
れ
は
大
老
が
罪
を
加
重
さ
せ
た
も
の
と
云
わ
れ
て
い
る
｡
又
'

吉
田
松
陰
'
橋
本
左
内
'
頼
三
樹
三
郎
等
の
死
罪
も
極
め
て
過
酷
な
も
の
で
あ
っ
た
｡
恐
ら

く
､
大
老
は
'
彼
等
を
幕
府
の
根
底
を
危
う
く
す
る
思
想
犯
と
し
て
見
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
､
か
か
る
危
険
人
物
に
罪

一
等
を
加
え
て

一
掃
し
､
幕
府
の
安
泰
を
図
ろ
う
と
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
｡
と

『安
政
の
大
獄
』
は
結
ん
で
い
る
｡

こ
の
時
死
罪
に
な
っ
た
八
名
の
中
の

一
名
'
飯
泉
喜
内
は
'
元
土
浦
藩
藩
士
で
'
蔵
前
の

豪
商
の
手
代
と
な
り
'
読
書
を
よ
く
し
名
家
と
交
わ
り
中
年
に
至
り
､
上
京
し
て
三
条
家
に

仕
え
て
家
臣
と
な
り
､
堂
上
諸
家
の
家
臣
と
懇
意
を
結
ん
だ
｡
激
し
い
撰
夷
思
想
の
持
主
で
'

安
政
四
年
江
戸
に
帰
る
と
'
江
戸
と
京
都
の
志
士
達
の
情
報
連
絡
役
と
な
っ
た
｡
安
政
五
年

九
月

一
七
日
'
北
町
奉
行
石
谷
穆
清
の
手
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
た
｡
彼
の
手
に
あ
っ
た
関
係

者
の
間
で
取
り
交
さ
れ
た
幕
府
､
朝
廷
の
内
部
情
報
交
換
を
示
す
書
類
が
多
数
押
収
さ
れ
'

一
挙
に
大
疑
獄
に
発
展
す
る
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
｡
当
時
江
戸
で
大
獄
を
称
し
て

｢飯

泉
喜
内
初
筆

l
件
｣
或
い
は
｢飯
泉
喜
内
御
吟
味

1
件
｣
と
も
云
わ
れ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
.

⑤
賞
賜
と
迫
罰

大
獄
の
処
罰
が
終
わ
っ
た
安
政
六
年

(
一
八
五
三
)

二

一月
二
八
日
､
幕
府
は
裁
判
関
係

者
に
賞
賜
を
与
え
て
い
る
｡
こ
の
裁
判
に
対
す
る
水
戸
藩
士
の
反
発
は
厳
し
か
っ
た
｡
翌
年

三
月
の
桜
田
門
外
の
変
で
'
直
弼
が
什
れ
た
後
は
､
老
中
久
世
広
周

･
安
藤
信
睦
の
幕
閣
と

な
っ
た
｡
こ
の
幕
閣
は
'
直
弼
の
専
制
政
治
を
改
め
'
公
武
合
体
を
唱
え
て
皇
女
和
宮
の
降

嫁
を
奏
話
し
た
｡
曲
折
を
経
て
､文
久
二
年

(
1
八
六
二
)
二
月
婚
儀
が
や
っ
と
行
わ
れ
た
｡

し
か
し
'
そ
の
直
前
に
'
老
中
安
藤
信
睦
が
坂
下
門
外
で
水
戸
浪
士
に
襲
撃
さ
れ
負
傷
し
､

幕
府
の
権
威
は
地
に
落
ち
た
｡
そ
の
結
果
､
専
横
派
が
勢
力
を
伸
ば
し
､
幕
府
も
遂
に
大
獄

の
処
罰
を
解
く
こ
と
に
な
り
､
方
針
は
大
き
く
変
わ
っ
た
｡
四
月
公
卿
達
の
謹
慎
を
解
き
､

一
橋
慶
喜
'
尾
張
康
勝
､
松
平
慶
永
等
大
名
の
処
分
も
解
い
た
｡
更
に
､
井
伊
直
弼
の
下
で

大
獄
の
推
進
役
と
し
て
活
躍
し
た
長
野
主
膳
ら
を
断
罪
､

一
一
月
に
は
彦
根
藩
よ
り

一
〇
万

石
を
削
る
処
分
を
下
し
た
｡
追
罰
は
大
獄
当
時
の
幕
閣
諸
大
名
を
隠
居

･
整
居
な
ど
に
､
五

手
掛
は
罷
免

･
差
招
の
処
分
を
受
け
､
そ
れ
以
降
の
処
遇
に
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
｡
そ

の
状
況
を
表
3
に
示
す
｡

こ
の
表
か
ら
分
か
る
こ
と
は
'
更
迭
さ
れ
た
寛
典
論
の
板
倉
､
佐
々
木
の
二
人
は
､
当
然

の
こ
と
な
が
ら
'
追
罰
と
は
関
係
な
く
昇
進
し
老
中
､
留
守
居
な
ど
の
要
職
に
進
ん
で
い
る
｡

厳
罰
論
者
で
は
､
人
に
よ
り
大
き
く
違
っ
て
い
る
｡
裁
判
の
当
初
か
ら
､
井
伊
派
と
し
て
活

躍
し
た
石
谷
穆
清
は
､
賞
賜
と
し
て
金

一
〇
枚
時
服
五
枚
を
拝
領
'
同
時
に
留
守
居
次
席
に

も
昇
格
し
て
､他
の
旗
本
の
五
手
掛
よ
り
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
｡
そ
れ
だ
け
に
､追
罰
に
は
､

御
役
御
免
差
拍
隠
居
と
最
も
厳
し
い
扱
い
で
あ
る
｡
大
目
付
久
貝
正
典
は
､
直
前
に
自
ら
御

役
御
免
隠
居
願
い
出
て
追
罰
を
避
け
た
形
と
し
て
い
る
｡
頼
方
は
賞
賜
後
､
翌
年
五
月
病
気

に
よ
り
'
町
奉
行
を
辞
任
し
寄
合
席
と
な
っ
て
い
た
が
'
追
罰
の
直
前
に
寄
合
肝
煎
を
拝
命

し
て
い
る
｡
追
罰
処
分
で
は
肝
煎
御
免
差
相
と
な
っ
た
｡
と
こ
ろ
が
'
『系
譜
続
録
』
に
よ

る
と
'
直
後
の

一
二
月
二
三
日
に
は
､
｢差
拍
ヲ
免
セ
ラ
ル
｣
と
変
転
極
ま
り
な
い
扱
い
を

受
け
て
い
る
｡
更
に
'
二
年
後
'
次
項
で
述
べ
る
よ
う
に
'
三
度
目
の
町
奉
行
を
拝
命
し
て

い
る
｡
同
様
に
'
寺
社
奉
行
松
平
宗
秀
は
溜
詰
格
か
ら
雁
問
詰
へ
の
格
下
げ
'
目
付
松
平
康

正
は
御
役
御
免
差
招
の
追
罰
を
受
け
な
が
ら
､
そ
の
後
は
､
前
者
は
老
中
'
後
者
は
大
目
付
､

勘
定
奉
行
へ
と
昇
進
を
果
た
し
て
い
る
｡

こ
の
様
な

一
貫
し
な
い
人
事
方
針
は
､
翌
文
久
三
年

(
一
八
六
三
)
将
軍
家
茂
上
洛
か
ら

始
ま
る
幕
政
の
中
心
が
京
都
t
に
移
り
江
戸
と
の
二
重
構
造
と
な
る
と
共
に
'
長
州
戦
に
対

応
し
た
軍
事
組
織
の
増
強
等
か
ら
､
老
中
の
定
員
も
従
来
は
四
～
五
名
で
あ
っ
た
も
の
が
'

慶
応
元
年

(
一
八
六
五
)
に
は
八
名
が
在
職
し
て
い
る
｡
又
'
文
久
期
以
降
'

一
橋
慶
喜

･

松
平
春
塩
等
の
将
軍
後
見
職
'
政
治
総
裁
就
任
に
よ
る
幕
政
介
入
も
関
係
し
て
､
方
針
に

一
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氏名 五手掛職の罷免と任免 安6.ll.23大獄関係者へ美観 文 2.ll.23処罰までの最高位 文2.ll.23大獄関係者の追嗣 その後の最高位の職

隻叫論者 板倉勝清 安 6_2_2寺社奉行御役御免 桜田門外の壁77ヰフt隻車 文 2,3.15奏者番寺社奉行より老 元 1.6_18老中御役御免

備中松Li｣藩主 中 慶1_10.22老中再役

佐々木穎発旗本 安6.2.2勘定奉行御役御免安6.10.27小普請 文 2.10,10徒頑より作事奉行 文3,4.23町奉行より西丸留守居

厳罰読者 松平宗秀丹後宮津藩主 寺社奉行 戟遵時服 4枚 文 2.6.30京都所司代元 1.8.18老中 溜詔格より雁問詰降格 元1.8.18雁問詰より老中

石谷梅酒2500石 町奉行 金 10枚時服 5枚､留守居次席昇格 文 2.8.24留守居次席講武所奉行より西丸留守居 御役御免隠居差山

池田頗方3000石 安6,2,3勘定奉行公事方兼帯 金7枚時服 5枚 文2.5.26病気により町奉行辞任寄合 文2,10_24寄合肝煎 肝煎御免差山 元 1,2.22留守居次席町奉行､

久貝正典旗本 人目付 金 7枚時服 4枚 万 1.8,12人目付より御側御用御取次 文2.ll.15麻之通御役御免､隠居

松平康LE:. 目付 業腹は無いがその 安 6.911勘定奉行公事方に昇格､ 御役御免差m 元 1.ll.19円安家家老より大

旗本 後の昇進は右の如 = 安6.ll.6本丸普請掛兼帯､功績 目付､

註 ､ユ･内容は 『柳営補任』大L]本近世史料 東京大学史料福某所 1970年刊による

言主 享･和暦換算

素永2年 1849 安政元年 1854 安政6年 1859 元治元{l三 1864

3 50 2 55 万延元年 60 慶唐元年 65

4 51 3 56 文久元年 61 2 66
5 52 4 57 2 63 3 67
6 53 5 58 3 62 明治元年 68

貫
性
が
な
く
､
老
中
の
交
替
も
頻
繁
に
行
わ
れ
'
任
期
も
短
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
関
係
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

(｢開
国
以
後
に
お
け
る
幕
府
職
制
の
研
究
｣)0

何
故
同
じ
五
手
掛
な
が
ら
個
人
差
が
生
じ
た
か
､
奉
行
任
命
者
で
あ
る
老
中
と
の
人
的
な

繋
が
り
か
ら
探
る
に
し
て
も
､
頻
繁
な
老
中
の
異
動
が
あ
っ
て
不
明
で
あ
る
｡
頼
方
の
再
々

度
の
町
奉
行
昇
進
の
理
由
に
つ
い
て
も
'
同
様
で
､
五
手
掛
登
用
時
と
同
じ
よ
う
に
､
彼
の

手
堅
い
仕
事
振
り
が
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡

4

慶
応
二
年
の
打
鞍
し
騒
動

追
罰
以
後
の
頼
方
は
､
元
治
元
年

(
一
八
六
四
)
七
月
二
日
書
院
番
頭
に
､
同
七
月
六
日

町
奉
行
拝
命
'
同
二
年

二

八
六
五
)
二
月
二
二
日
御
留
守
居
次
席
昇
格
と
昇
進
し
て
い
る

が
､
慶
応
二
年

(
一
八
六
六
)
六
月
二
九
日
御
留
守
居
次
席
町
奉
行
御
役
御
免
､
勤
仕
並
寄

合
拝
命
の
厳
し
い
沙
汰
を
受
け
て
い
る
｡
こ
の
間
､
二
年
間
北
町
奉
行
を
務
め
て
い
る
こ
と

に
な
る
｡
世
の
中
の
動
き
は

文
久
三
年

三
月
将
軍
家
茂
上
洛
､
四
月
天
皇
穣
夷
祈
願
'

五
月
～
長
州
､
薩
摩
の
積
夷
戦

元
治
元
年

三
月
天
狗
党
の
乱
'
七
月
第

一
次
長
州
戦
争

慶
応
二
年

六
月
～
八
月
第
二
次
長
州
戦
争

五
月
～
六
月
兵
庫
津
'
川
崎
､
江
戸
豪
農
商
打
穀
し
騒
動

三
年

一
〇
月
大
政
奉
還

と
､
ま
さ
に
激
動
の
世
の
中
と
な
り
'
幕
政
の
重
点
が
'
京
都
を
含
め
た
西
国
に
移
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
｡
か
か
る
状
況
下
で
､
留
守
の
江
戸
を
預
か
る
町
奉
行
役
に
､
手
馴
れ
た

頼
方
の
登
用
は
欠
か
せ
な
い
こ
と
で
'
再
々
任
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡
し
か
し
'
そ
の
頼

方
が
'
慶
応
二
年
六
月
二
九
日
第
二
次
長
州
戦
争
の
非
常
時
下
に
'
町
奉
行
職
御
免
の
降
格

人
事
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
｡
『系
譜
続
録
』
に
は
こ
の
｢御
留
守
居
次
席
町
奉
行
職
御
免
｣

の
言
葉
が
割
愛
さ
れ
て

｢勤
仕
並
寄
合
拝
命
｣
の
み
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
､
池
田
家

と
し
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
た
く
な
い
話
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
｡
果
し
て
如
何
な
る

事
件
が
あ
っ
た
の
か
'
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
､
こ
の
時
期
に
起
こ
っ
た
以
下
に
述
べ
る
打
穀

し
騒
動
の
責
任
を
取
ら
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
｡
し
か
し
､
同
じ
時
期
'
南

町
奉
行
で
あ
っ
た
山
口
駿
河
守
直
毅
は
'

1
ヶ
月
後
の
八
月
五
日
歩
兵
奉
行
に
転
任
し
て
い

る
｡
こ
の
歩
兵
奉
行
は
､
軍
事
体
制
増
強
の
た
め
文
久
二
年
末
に
新
設
さ
れ
た
役
職
で
'
｢場
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所
高
三

〇
〇
〇
石
'
席
次
勘
定
奉
行
之
上
｣
(
｢開
国
以
後
に
於
け
る
幕
府
職
制
の
研
究
｣
よ

り
)
で

あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
'
こ
れ
を
簡
単
に
更
迭
人
事
と
は
云
え
な
い
だ
ろ
う
｡
敢
え

て
言
え
ば
､
二
人
の
奉
行
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
､
目
先
の
幕
政
批
判
を
か
わ
そ
う
と
し
た

と
も
見
ら
れ
る
｡
た
だ
い
ず
れ
に
し
て
も
'
頼
方
に
は
厳
し
い
結
果
で
あ

っ
た
｡

三
回
目
の
町
奉
行
と
し
て
頼
方
が
'
如
何
に
こ
の
打
穀
し
騒
動
に
対
応
し
た
か
を
検
討
し

て
み
る
｡

こ
の
打
穀
し
騒
動
は
'
慶
応
二
年

(
一
八
六
六
)
五
月

一
八
日
､
武
州
荏
原
郡
八
幡
塚
村

で
最
初
に
起
こ
っ
た
｡
同
村
は
'
東
海
道
が
縦
貫
し
多
摩
川
を
挟
ん
で
川
崎
宿
の
対
岸
に
あ

る
｡
こ
の
日
'
村
の
鎮
守
に
村
内
の
困
窮
人
四
～
五

〇
人
が
屯
集
し
て
気
勢
を
あ
げ
､
名
主

ら
に
賑
給
と
米
の
安
売
り
を
要
求
し
て
承
認
さ
せ
る

と
云
う
事
件
が
起
こ
っ
た
｡
こ
れ
が
発

端
と
な
り
'
数
日
後
に
は
江
戸
ま
で
拡
大
す
る
騒
動
に
な

っ
た
の
で
あ
る
｡
こ
の
事
件
に
つ

い
て
は

｢慶
応
二
年
江
戸
並
東
海
道
川
崎

･
品
川
宿
騒
擾
｣
に
五
種
の
史
料
が
収
め
ら
れ
て

い
る
｡
同
書
の

｢解
題
｣
北
原
進
著

を
中
心
に
見
て
い
く
｡

五
日
後
の
二
三
日
'
導
火
線
に
着
火
さ
れ
た
如
く
､
ま
ず

川
崎
宿
に
滞
留
し
て
い
た
窮

民
が
'
施
行
を
拒
ん
だ
名
主
宅
を
破
却
し
､
米
屋
に
安
売
り
を
承
諾
さ
せ
る
と
'
翌
日

年 江戸白米 大坂白米 江戸日雇
1石銀匁 1石銀匁 1人銀匁

文久31863 香 139.0 177.0 0.97秩 139.7 185.0 0.96

元治元1864 香 139.5 183.0 0.96秩 167.5 278.0 1.46

慶応元1865 香 258.0 312.0 1.35秩 308.0 488.1 1.35

慶応21866 香 404.0 782.0 1.35秩 585.0 1232.0 1.35

慶応31867 香 586.0 1343.0 1.35秩 457.0 847.8 1.36

明治元1868 香 364.1 829.8 1.39

に
は
品
川
宿
の
隣
大

井
村
で
打
致
し
が
起

こ
り
'
身
元
良
き
者

よ
り
三
〇
〇
両
余
出

金
さ
せ
る
こ
と
に
成

功
し
た
｡
事
件
は
直

ち
に
各
地
に
波
及
し

て
行
っ
た
｡
品
川
宿

の
打
穀
L
は
､
三
日

後

の
二
八
日
の
夜
､

二
ヶ
所
の
寺
院
に
集

ま

っ
た
数
百
人
の
窮

民
は
太
鼓
を
合
図
に

押
出
し
'
富
商
物
持

ち
の
店
舗
居
宅
を

1
挙
に
三

～
四

〇
軒
打
鞍
し
て
い
る
o
統
卒
力
を
感
じ
さ
せ
る
事
件

と
な

っ
た
｡
翌
日
に
は
家
並

続
き
の
東
海
道
を
北
上
し
て
江
戸
市
内
に
直
行
し
'
芝
田

町

･
新
橋
辺
り
の
富
家
を
打
生
し
､
六
月
四
日
ご
ろ
ま
で
に
四
谷

･
赤
坂

･
麻
布
か
ら

牛
込

･
早
稲
田
な
ど
の
町
々
'
は
て
は
本
所
や
日
本
橋
の

一
部
に
も
余
波
が
及
ぶ
大
騒

擾
と
な

っ
た
｡
｢御
政
事
売
切
申
候
｣
と
云
う
楽
書
が
江
戸
城
門
外
に
貼
り
出
さ
れ
た

の
も
こ
の
時
こ
と
で
あ
る
｡
同
年
九
月
に
再
び
起
こ
っ
た
江
戸
市
内
の
騒
擾
は
'
五
･六

月
の
そ
れ
と
は
大
分
様
相
を
変
え
､
大
勢
の
窮
民
が
旗
を
立
て
て
富
家
に
押
寄
せ
て
賑

給
を
強
請
L
t
社
寺
境
内
で
粥
を
炊
き
た
て
て
順
行
す
る
と
い
っ
た
形
態
と
な
り
､
打

致
し
は
殆
ど
伴
わ
な
か

っ
た
｡
だ
が
そ
れ
だ
け
に
､
不
穏
な
波
は
留
ま
る
所
を
し
ら
ず
､

深
刻
な
騒
擾
と
な

っ
て
拡
大
し
た
｡
九
月

一
八
日
ご
ろ
､
本
所
･深
川
辺
り
か
ら
起
こ
り
'

浅
草

･
神
田

･
下
谷

一
帯

へ
と
拡
が
り
､
町
奉
行
所
は
急
遁
'
市
内
五
ヶ
所
で
炊
き
出

し
を
し
た
が
及
ば
ず
更
に
広
が
っ
て
行

っ
た
-
略
-
町
奉
行
所
は
､
こ
の
外
に
､
施
行
'

授
産
な
ど
に
力
を
注
い
だ
こ
と
も
あ

っ
て
'
騒
擾
は
次
第
に
収
ま

っ
て
い
っ
た
が
'
幕

府
は
将
軍
家
茂
の
死

･
征
長
戦
の
失
敗
に
加
え
て
'
な
お
各
地
の
宿
村
騒
擾
に
惟
怪
し

な
が
ら
慶
応
二
年
を
終
る
の
で
あ
る
｡

と
'
｢解
題
｣
は
結
ん
で
い
る
｡
こ
の
騒
擾
の
原
因
は
､
窮
民
の
米
の
安
売
り
､
施
行
要
求

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
米
価
の
高
騰
に
あ
る
と
見
て
よ
い
｡
こ
の
時
期
の
江
戸
､
大
坂
の
白
米

の
小
売
価
格
推
移
を
表
4
に
示
す
｡
米
価
は
'
両
場
所
と
も
元
治
元
年
秋
よ
り
急
騰
し
始
め
'

慶
応
三
年
春
に
ピ

ー
ク
を
示
し
て
い
る
｡
通
常
の
作
柄
の
豊
凶
な
ど
に
よ
る
値
動
き
を
遥
か

に
超
え
た
異
常
な

値
上
が
り
で
あ
る
｡

元
治
元
年
春
を

1
と
し
て
そ
の
倍
率
を
示
す
と
､

江
戸

大
坂

慶
応
二
年
春

二
.
九
倍

四
.
三
倍

三
年
春

四
.
二

七
.
≡

し
か
も
'
こ
の
間
の
江
戸
の
日
雇
賃
金
は
'
元
治
元
年
秋
以
降
､
明
治
元
年
春
ま
で
全
く

と
云

っ
て
良
い
ほ
ど
変
わ
り
が
な
い
の
で
あ
る
｡
尚
'
数
字
と
し
て
は
､
元
治
元
年
春

〇
.

九
六
匁
か
ら
秋
に
は

一
.
四
六
匁
と

一
.
五
倍
に
な
っ
て
い
る
が
'
実
際
に
は
考
え
ら
れ
な

い
の
で
､
こ
の
前
後
で
何
か
算
出
基
準
な
ど
が
変
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
､
元
治
元
年

秋
の
値
を
基
準
と
し
て
計
算
し
た
｡
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賃
金
は
変
わ
ら
な
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
､
米
価
だ
け
は
異
常
に
急
騰
し
て
い
る
状
況
下
に
な

れ
ば
､
窮
民
な
ら
ず
と
も
､
米
の
安
売
り
要
求
に
決
起
し
た
く
な
る
の
は
'
当
然
の
こ
と
で

あ
ろ
う
｡
こ
の
急
騰
の
原
因
は
､
元
治
元
年
七
月
か
ら
慶
応
二
年
夏
に
か
け
て
行
わ
れ
た
長

州
戦
争
に
よ
る
兵
端
需
要
で
あ
ろ
う
｡
戦
場
に
近
い
大
坂
の
方
が
､
よ
り
値
上
が
り
が
激
し

い
の
も
､
そ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
と
云
え
る
｡

今
回
の
打
穀
し
騒
動
が
'
五
月
三
日
西
宮
'
八
～
九
日
兵
庫
湊
で
の
打
穀
L
が
発
端
と
な

り
'
江
戸
へ
伝
播
し
た
と
云
う
｡

こ
の
時
兵
庫
湊
で
は
'
米
屋
'
酒
屋
な
ど
四
l
戸
が
貧
民
二
〇
〇
〇
人
に
打
ち
潰
さ
れ
た

(『百
姓

一
探
総
合
年
表
』
)0

こ
の
打
穀
し
騒
動
に
対
す
る
町
奉
行
所
の
対
応
は
､
上
記
解
題
に
書
か
れ
て
い
る
以
外
に

は
見
て
い
な
い
が
'
そ
れ
に
し
て
も
'
対
策
が
後
追
い
に
な
っ
て
い
る
感
は
拭
え
な
い
｡
安

政
地
震
の
時
に
見
せ
た
迅
速
な
対
応
振
り
は
何
処
に
行
っ
た
の
か
'
せ
め
て
前
年
の
春
'
米

価
が
倍
に
な
っ
た
時
点
で
防
止
対
策
が
取
れ
な
か
っ
た
の
か
と
云
い
た
い
｡
こ
れ
に
対
し
て
'

頼
方
か
ら
老
中
宛
と
見
ら
れ
る
上
申
書
が
二
通
同

｢解
題
｣
に
あ
る
｡
そ
の
一
通
を
見
る
と

米
穀
御
触
の
儀
に
付
奏
上
候
書
付

池
田
播
磨
守

米
値
段
の
儀
に
付
､
去
月

目
委
細
取
調
中
上
置
候
処
'
此
節
追
々
入
御
聴
候
通
､
市

中
人
気
騒
立
置
候
折
柄
に
付
､
在
方
に
て
米
穀
不
貯
置
'
草
々
売
出
可
申
旨
､
御
触
御

座
候
方
可
然
哉
に
奉
存
候
'
依
之
別
紙
御
触
案
相
添
､
猶
又
此
段
中
上
候
｡

以
上

寅
六
月

池
田
播
磨
守

御
触
案

当
時
米
値
段
高
値
に
付
'
米
穀
所
持
致
し
候
も
の
共
'
不
貯
置
売
出
可
申
処
'
此
上
の

相
場
を
存
量
不
売
出
も
の
も
有
之
趣
相
聞
'
心
得
達
の
事
に
候
｡
米
麦
は
勿
論
諸
雑
穀

共
'
其
村
限
村
役
人
共
小
前
百
姓
所
持
の
分
､
銘
々
家
内
人
別
に
応
し
､
食
料
手
当
を

残
し
置
､
余
分
は
其
持
主
限
､
最
寄
市
場
等
江
売
捌
候
様
､
村
毎
申
合
､
江
戸
表
江
積

送
候
分
は
､
去
丑
閏
五
月
-

相
触
置
候
通
､
米
問
屋
仲
買
に
不
限
､
素
人
に
て
も
勝

手
次
第
売
捌
候
様
可
致
候
｡
若
無
謂
持
囲
も
の
於
有
之
は
､
可
為
曲
事
も
の
也
｡

右
の
趣
関
東
筋
並
陸
奥
出
羽
信
濃
､
領
分
知
行
有
之
面
々
江
可
被
相
触
候
｡
以
上

村
の
中
に
は
'
必
要
最
小
限
の
米
を
残
し
て
出
来
る
限
り
多
く
の
米
を
市
場
に
売
出
し
て

欲
し
い
｡
江
戸
に
て
売
る
分
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
あ
っ
て
も
良
い
か
ら
送
っ
て
欲
し
い
｡

去
年
出
し
た
御
触
の
通
り
､
値
上
が
り
を
見
越
し
て
貯
め
置
く
事
は
曲
事
な
り
､
と
町
奉
行

頼
方
の
悲
痛
な
叫
び
が
聞
こ
え
て
く
る
｡

｢去
丑
閏
五
月
-

相
触
置
候
通
｣
と
あ
る
は
､他
の
一
通
の
文
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
｢既

去
丑
閏
五
月
中
'
和
泉
守
殿
江
中
上
､
米
穀
融
通
の
た
め
在
々
に
て
所
持
の
米
穀
-
｣
に
あ

る
和
泉
守
宛
の
慶
応
元
年
の
上
伸
案
で
あ
ろ
う
｡
こ
の
時
期
'
和
泉
守
と
名
乗
る
老
中
は
水

野
忠
精
､
山
形
藩
五
万
の
藩
主
の
み
で
あ
る
｡
彼
は
'
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
'
頼
方
町
奉

行
辞
任
六
月
二
九
日
の
直
前
'
六
月

一
九
日
免
職
差
招
で
辞
任
し
て
い
る
｡
昨
年
来
､
米
価

値
下
げ
の
御
触
れ
は
出
し
て
い
る
の
に
も
拘
ら
ず
､

一
向
に
収
ま
ら
な
い
米
価
急
騰
に
､
手

を
上
げ
て
し
ま
っ
た
幕
府
､
奉
行
所
の
姿
が
､
こ
の
慶
応
二
年
の
打
穀
し
騒
動
で
あ
ろ
う
｡

5

川
本
華
氏
の
帰
参

こ
れ
は
町
奉
行
時
代
の
話
で
は
な
い
｡
頼
方
は
'表
I
の
よ
う
に
西
丸
目
付
拝
命

一
年
後
､

天
保
八
年

(
一
八
三
七
)
浦
賀
奉
行
に
転
任
し
て
い
る
｡
こ
こ
で
彼
は
､
三
田
藩
士
川
本
幸

民
が
'
操
め
事
を
起
こ
し
聾
居
し
て
い
た
の
に
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
て
､
救
済
し
て
い
る

事
実
が

｢播
州
と
蘭
学
｣
(『和
算
』
所
収
)
に
記
載
さ
れ
て
い
る
｡

川
本
幸
民

(
1
八

一
〇
～
l
八
九
八
)
は
､
摂
州
三
田
藩
医
の
出
身
､
幕
末
の
蘭
学
者

で
あ
る
｡
我
が
国
で
初
め
て
ビ
ー
ル
'
マ
ッ
チ
を
製
造
し
た
｡
ま
た

『化
学
新
書
』
を

著
わ
し
舎
密

(せ
い
み
)
よ
り
化
学
の
学
問
用
語
を
用
い
て
､
本
邦
化
学
の
父
と
呼
ば

れ
て
い
る
｡
-
略
-

天
保
七
年

(
一
八
三
六
)
二
六
才
の
幸
民
は
､
酒
の
上
の
操
め
事
で
江
戸
藩
邸
内
に
て

刃
傷
事
件
を
起
こ
し
､
浦
賀
に
聾
居
と
な
っ
た
｡
幸
民
は
こ
の
ま
ま
世
か
ら
見
捨
て
忘

れ
去
ら
れ
よ
う
と
思
わ
れ
た
が
'
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
た
の
が
浦
賀
奉
行

･
池
田
頼

方
で
あ
っ
た
｡
頼
方
は
藩
主
九
鬼
隆
国
と
掛
け
合
っ
て
く
れ
て
､
幸
民
の
帰
参
の
許
し

が
出
た
｡
幸
民
三
一
才
､
四
年
半
の
謹
慎
が
と
か
れ
た
｡
そ
の
八
ケ
月
後
､
頼
方
は
奈

良
奉
行
に
栄
転
し
て
浦
賀
を
去
っ
た
｡
頼
方
の
助
力
が
な
け
れ
ば
幸
民
の
以
後
の
活
躍

は
な
か
っ
た
｡
と

こ
こ
で
は
'
頼
方
の
面
倒
見
の
良
さ
が
語
ら
れ
て
い
る
が
､
三
田
藩
主
隆
国
は
頼
方
の
岳
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父
で
あ
る
｡
そ
の
筋
か
ら
の
依
頼
が
あ
っ
て
の
話
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
'
単
純
に
､
彼
の

面
倒
見
の
良
さ
が
解
決
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
す
る
の
に
は
蒔
拷
す
る
が
'
彼
の
人
柄
の

一
面
を
語
る
話
と
し
て
紹
介
し
た
｡

6

町
奉
行
池
田
頼
方

幕
末

･
維
新
史
を
語
る
本
と
し
て
､
綱
淵
謙
錠

『幕
臣
列
伝
』
が
好
き
だ
｡
著
者
は

｢明

治
維
新
と
云
う

一
大
革
命
期
に
際
会
し
て
'
薩
長
土
肥
の
藩
士
た
ち
と
は
反
対
に
'
(時
代
)

敗
者
の
と
い
う
焔
印
を
押
さ
れ
た
人
間
の
に
が
み
な
い
し
陰
努
と
多
か
れ
少
な
か
れ
つ
な

が
っ
て
い
る
情
感
を
感
じ
さ
せ
る
幕
臣
｣
で
'ペ
リ
ー
来
航
以
降
に
活
躍
し
た
人
物
と
し
て
､

川
路
聖
讃

･
小
栗
上
野
介
か
ら
勝
海
舟

･
福
地
桜
痴
ま
で
十
数
人
を
取
り
上
げ
て
い
る
｡
頼

方
が
町
奉
行
と
し
て
活
躍
し
た
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
が
､
こ
こ
に
は
頼
方
の
名
前
は
な
い
｡

彼
等
の
多
く
は
､
大
勢
に
反
対
し
て
で
も
'
意
見
を
通
そ
う
と
す
る
よ
う
な
個
性
派
で
あ
り
'

頼
方
と
は
大
分
違
う
｡

又
'
前
記

『列
伝
』
に
登
場
す
る
福
地
桜
痴
が
書
い
た
本
に

『幕
末
政
治
家
』
明
治
三

一

年
刊
が
あ
る
｡
彼
は
幕
府
御
家
人
と
し
て
'蘭
学
に
通
じ
遣
欧
使
節
団
に
も
随
行
し
て
い
る
｡

維
新
後
は
新
聞
人

･
文
筆
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
｡
こ
の
本
で
も
頼
方
は
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
な
い
が
､
校
注
を
書
い
た
佐
々
木
潤
之
介
氏
が
'
人
名
注
と
し
て
'
徳
川
慶
喜
か
ら
ペ

リ
ー
ま
で
'
こ
の
時
期
に
活
躍
し
た
二
一
四
人
の
簡
単
な
解
説
を
添
え
て
い
る
｡
こ
の
中
で
'

池
田
頼
方
は

｢生
没
年
不
明
､
幕
臣
'
奈
良
奉
行
'
普
請
奉
行
､
勘
定
奉
行
'
町
奉
行
'
大

目
付
な
ど
を
歴
任
｣
と
だ
け
で
あ
る
｡
こ
こ
で
は
我
等
の
頼
方
も
ま
さ
に

｢そ
の
他
大
勢
｣

の
扱
い
で
あ
る
｡
こ
れ
が
頼
方
に
つ
い
て
の
世
間
の
常
識
的
な
評
価
か
も
知
れ
な
い
が
t
で

は
そ
の
よ
う
な
頼
方
が
､
な
ぜ
三
回
も
町
奉
行
に
選
ば
れ
た
の
か
｡

直
弼
に
抜
擢
さ
れ
､
そ
れ
が
大
獄
関
係
者
と
し
て
追
罰
さ
れ
な
が
ら
'
二
年
後
に
は
'
町

奉
行
に
昇
任
カ
ム
バ
ッ
ク
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
主
義
主
張
を
前
面
に
出
す
個
性
派
で
も
な

く
'
又
'
派
閥
活
動
に
励
む
タ
イ
プ
で
は
な
い
よ
う
だ
｡
置
か
れ
た
立
場
を
適
確
に
判
断
し

て
'
上
司
の
方
針
に
沿
っ
て
､
テ
キ
パ
キ
と
実
務
処
理
し
て
行
く
有
能
な
官
僚
と
云
え
よ
う
｡

上
司
と
し
て
任
せ
て
安
心
出
来
る
役
人
で
あ
る
｡
又
'
部
下
と
の
関
係
も
良
い
よ
う
だ
｡
そ

れ
等
を
示
す
も
の
と
し
て
､
今
迄
見
て
き
た
各
種
の
史
料
の
中
に
'
彼
の
署
名
入
り
の
文
書

が
多
く
見
ら
れ
る
｡
そ
れ
は
､
町
奉
行
の
名
で
出
さ
れ
た
触
書
や
､
老
中
に
出
さ
れ
た
上
申

書
な
ど
の
公
式
文
書
ば
か
り
で
'
彼
の
個
性
を
窺
わ
せ
る
も
の
は
な
い
が
'
そ
の
よ
う
な
文

書
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
れ
だ
け
'
彼
が
上
司
､
部
下
､
関
係
者
に
対
す
る
情
報
伝

達
に
気
配
り
を
疎
か
に
し
な
か
っ
た
証
と
見
た
い
｡
そ
の
例
が
'
安
政
地
震
翌
日
の
町
触
れ

と
な
り
'
慶
応
二
年
騒
動
時
の
老
中
へ
の
伺
で
あ
ろ
う
｡

又
､
次
の
文
書

｢嘉
永
五
年
町
奉
行
上
申
書
｣
も
そ
の
一
例
で
あ
る
｡

伊
勢
守
殿

｢市
中
取
締
筋
其
外
之
儀
二
付
取
調
中
上
候
書
付
｣

町
奉
行

池
田
播
磨
守

嘉
永
五
子
年
十
月
日
阿
倍
伊
勢
守
殿
江
御
直
上
候
'
同
十

1
月
十
五
日
御
同
人
御
直
御

書
取
添
御
渡
､

即
日
承
り
鰭
附
致
し
御
同
人
江
御
直
返
上

こ
の
文
書
は

『
日
本
都
市
生
活
史
料
集
成
』
Ⅲ

三
都
編
Ⅲ
所
収
の
も
の
で
､
嘉
永
五
年

(
一
八
五
九
)
三
月

一
日
町
奉
行
に
就
任
し
て
間
も
な
く
､
筆
頭
老
中
阿
倍
伊
勢
守
の
指
示

に
よ
り
､
奉
行
所
同
心
を
動
員
し
て
､
天
保
改
革
の
後
遺
症
が
残
る
江
戸
市
中
の
様
子
を
調

査
し
て
'
老
中
へ
提
出
し
た
報
告
書
で
あ
る
｡
内
容
は
､
物
価
､
遊
女
私
娼
､
歌
舞
伎
芝
居
'

髪
結
渡
世
､
念
仏
講
な
ど
の
民
情
に
つ
い
て
'
詳
細
な
大
部
の
報
告
書
と
な
っ
て
い
る
｡
又
､

老
中
か
ら
の
返
事
に
は
､
指
示
も
記
載
さ
れ
て
い
る
.
こ
の
報
告
書
と

1
緒
に

『日
本
都
市

生
活
史
料
集
成
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
の
は
'
近
世
後
期
､
江
戸
市
中
の
世
相
を
記
録
し
た

文
書
と
し
て

｢森
山
孝
盛
日
記
｣
･
｢藤
岡
屋
日
記
｣
二
東
武
日
記
｣
･
｢嘉
永
五
年
町
奉
行
上

申
書
｣
の
四
編
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
文
書
に
つ
い
て
'
こ
の

｢嘉
町
奉
行
上
申
書
｣
の
解
題
を

書
い
た
南
和
男
氏
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
｡

当
時
の
都
市
生
活
の
様
相
を
描
写
し
た
も
の
の
白
眉
は
､
西
の

『浮
世
の
有
様
』
に
た

い
し
､
東
は
本
書

(『日
本
都
市
生
活
史
料
集
成
』)
所
収
の

『藤
岡
屋
日
記
』
で
あ
ろ

う
｡
こ
れ
ら
が
街
の
1
町
人
に
よ
っ
て
綴
ら
れ
た
と
こ
ろ
に

l
つ
の
特
色
が
見
出
せ
る

の
に
た
い
し
'
本
史
料
は
町
奉
行
の
隠
密
廻
り
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要
な
特
色
と

な
っ
て
お
り
､
さ
ら
に
史
料
価
値
を
高
め
る
も
の
で
あ
る
｡
内
容
は
嘉
永
五
年
の
時
点

に
お
け
る
江
戸
と
限
定
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
､
他
書
の
追
従
を
許
さ
な
い
ほ
ど
詳
細

を
き
わ
め
た
も
の
で
あ
り
､
具
体
性
に
富
ん
で
い
る
｡
-
略
-
そ
れ
へ
の
具
体
的
な
処

置
や
対
策
'
所
見
な
ど
が
散
見
で
き
る
の
も
ま
た
寅
重
な
も
の
で
あ
り
'
本
史
料
の
価
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値
を
よ
り

一
層
高
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
｡

筆
者
に
は
､
こ
の

｢解
題
｣
の
内
容
に
つ
い
て
'
検
証
す
る
知
識
を
持
合
せ
て
い
な
い
が
'

筆
者
が
強
調
し
た
い
の
は
､
こ
れ
だ
け
の
評
価
を
受
け
る

｢町
奉
行
上
申
書
｣
を
頼
方
は
'

就
任
半
年
後
に
も
拘
わ
ら
ず
部
下
の
与
力
､
同
心
を
指
揮
し
て
纏
め
上
げ
た
と
云
う
こ
と
で

あ
る
｡
当
時
の
与
力
､
同
心
は
世
襲
制
で
､
ベ
テ
ラ
ン
が
多
く
､
仕
事
に
は
練
達
者
と
云
っ

て
よ
い
｡
彼
等
と
､
奉
行
と
の
関
係
を
佐
久
間
長
敬
著

『江
戸
町
奉
行
事
跡
問
答
』
の
校
注

者
南
和
男
氏
が
'
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
｡

新
任
の
奉
行
に
そ
う
そ
う
仕
事
の
内
容
が
理
解
出
来
る
は
ず
が
な
い
｡
身
分
的
に
は
非

常
な
格
差
が
あ
っ
て
も
､
現
実
に
は
与
力
'
同
心
の
､
特
に
与
力
の
協
力
が
ど
う
し
て

も
必
要
で
あ
る
｡
従
っ
て
､
町
奉
行
が

一
方
的
な
こ
と
を
命
じ
て
も
､
古
参
の
与
力
か

ら
逆
に
た
し
な
め
ら
れ
た
り
す
る
｡
時
に
は
気
に
く
わ
な
い
と
容
易
に
呼
出
し
に
応
じ

な
い
も
の
も
い
る
｡
…
略
-

(佐
久
間
長
敬
'
嘉
永
日
記
抄
)

こ
の
佐
久
間
長
敬
は
'
前
述
の
安
政
江
戸
地
震
の
時
､

一
九
歳
の
与
力
と
し
て
奉
行
所
に

駆
け
つ
け
た
男
で
あ
る
｡
こ
の
著
書
は
'
彼
が
明
治
に
な
っ
て
奉
行
所
時
代
を
回
想
し
た
も

の
で
'
こ
の
本
に
つ
い
て
の
校
注
で
あ
る
｡
か
か
る
点
か
ら
見
て
も
､
頼
方
は
'
新
任
早
々

な
が
ら
'
部
下
と
の
信
頼
関
係
を
短
期
間
に
築
き
上
げ
'
適
切
な
指
揮
を
し
て
'
現
在
で
も

評
価
さ
れ
る
調
査
報
告
書
を
纏
め
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
｡
こ
の
頼
方
の
部
下
と
の
関
係
は
､

充
分
評
価
さ
れ
て
然
る
べ
き
と
考
え
る
｡
適
時
適
確
な
報
告
を
上
げ
て
く
る
部
下
を
持
つ
事

は
'
ど
の
時
代
の
ト
ッ
プ
で
あ
れ
'
部
下
に
期
待
す
る
最
初
の
条
件
で
あ
る
｡
T
V
も
電
話

も
な
か
っ
た
時
代
'
情
報
は
人
か
ら
の
話
か
'
手
紙
し
か
な
い
わ
け
で
'
頼
方
の
情
報
伝
達

へ
の
気
配
り
は
､動
乱
期
で
あ
る
だ
け
に
'上
司
た
る
老
中
に
と
っ
て
頼
も
し
い
存
在
で
あ
っ

た
に
違
い
な
い
｡
三
回
の
町
奉
行
就
任
を
考
え
る
上
で
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
｡
又
'
彼
は
'
指
導
者
で
あ
る
と
共
に
面
倒
見
が
要
求
さ
れ
る
寄
合
肝
煎
に
'
二
九
歳
'
若

く
し
て
寄
合
衆
の
中
か
ら
抜
擢
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
が
彼
の
出
世
階
段
の
第

一
歩
で
あ
っ
た
｡

又
当
時
'
目
付
に
な
る
に
は
他
の
役
職
と
違
っ
て
'
監
察
職
と
い
う
特
殊
な
役
目
か
ら
､
仲

間
の
推
挙
が
必
要
で
あ
っ
た
｡
そ
の
西
丸
目
付
に
も
昇
進
し
て
い
る
｡
川
本
幸
民
の
面
倒
も

見
た
｡
地
震
を
心
配
し
て
駆
け
付
け
た
部
下
を
抱
き
留
め
て
い
る
｡
部
下
'
同
輩
か
ら
好
意

を
持
た
れ
て
い
る
現
れ
で
あ
ろ
う
｡
こ
の
こ
と
は
､
頼
方
に
と
っ
て
'
仕
事
を
進
め
て
行
く

上
で
大
き
な
力
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
｡
｢遠
山
の
金
さ
ん
｣
の
よ
う
な
T
V
受
け
す
る
人

物
に
は
ほ
ど
遠
い
が
'
安
心
し
て
友
達
に
し
た
い
よ
う
な
男
､
或
い
は
､
同
じ
職
場
で
一
緒

に
働
き
た
い
よ
う
な
男
で
は
な
い
か
｡
皆
さ
ん
は
如
何
が
思
わ
れ
ま
す
か
｡
駄
文
に
最
後
ま

で
お
付
き
合
い
下
さ
れ
有
難
う
ご
ざ
ま
し
た
｡

7

あ
と
が
き

平
成

一
八
年
春
'
古
文
書
の
解
読
勉
強
の
積
り
で
こ
の
会
に
参
加
し
た
｡
教
材
が
播
磨
新

宮
の
池
田
家

『系
譜
』
､
字
数
も
少
な
く
'
判
読
に
苦
し
む
こ
と
も
少
な
か
っ
た
｡
又
'
家

系
図
だ
け
の
読
解
で
は
､
物
語
性
に
も
乏
し
く
単
調
で
あ
っ
た
｡
と
こ
ろ
が
､
『系
譜
続
録
』

に
移
る
や
､
文
体
は
相
書
活
字
体
で
判
読
の
苦
労
は
無
か
っ
た
が
'
｢頼
方
､
町
奉
行
就
任

三
回
新
記
録
｣
の
話
に
は
驚
い
た
｡
如
何
な
る
人
物
か
興
味
が
湧
い
て
'
手
当
り
次
第
に
文

献
を
読
み
､纏
め
た
の
が
こ
の

｢ノ
ー
ト
｣
で
あ
る
｡
無
味
乾
燥
と
思
わ
れ
る
家
系
図
で
も
､

当
事
者
に
と
っ
て
は
'

一
言

一
句
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
｡

そ
れ
に
は
､
関
係
す
る
文
献
を
探
り
出
し
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
'
そ
の

探
り
出
し
が

一
番
難
し
く
大
変
だ
っ
た
｡
｢飯
泉
喜
内
初
筆

一
件
｣
も
そ
の
一
例
で
あ
る
｡
『柳

営
補
任
』
に
よ
れ
ば
'頼
方
の
大
獄
で
の
活
躍
に
対
す
る
賞
賜
は
｢飯
泉
喜
内
初
筆

一
件
之
義
､

品
々
入
組
意
味
合
不
容
易
事
柄
候
処
､
格
別
精
入
吟
味
モ
捗
取
別
而
骨
折
候
二
付
'
金
七
枚

時
服
五
枚
被
下
｣
で
あ
る
｡
と
こ
ろ
が
､
上
記

『系
譜
続
録
』
の
内
容
で
は
､
こ
の

｢飯
泉

菖
内
初
筆

一
件
｣
と
云
う
大
獄
を
表
わ
す
表
現
が
省
か
れ
て
い
る
上
に
'
更
に
'
金
の
枚
数

を
七
枚
か
ら
五
枚
と
少
な
く
書
い
て
い
る

(こ
れ
は
ど
ち
ら
か
の
誤
記
か
も
し
れ
な
い
が
)｡

こ
れ
は

『系
譜
続
録
』
が
明
治
政
府
へ
の
提
出
を
前
提
に
書
か
れ
て
い
る
と
み
れ
ば
､
頼
方

の
大
獄
で
の
役
割
に
は
､
な
る
べ
く
触
れ
た
く
な
い
と
の
作
成
者
の
心
情
の
現
れ
と
見
て

と
っ
て
は
誤
り
で
あ
ろ
う
か
｡
限
ら
れ
た
史
料
の
中
か
ら
如
何
に
人
物
を
探
り
出
す
か
､
そ

の
難
し
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
｡
と
同
時
に
､
そ
れ
が
歴
史
探
訪
の
面
白
さ
で
も
あ
る
こ
と

も
味
わ
っ
て
い
る
｡

8

引
用
文
献

『国
史
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館

一
九
九
七
刊
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竹
内
誠
編

『徳
川
幕
府
事
典
』

東
京
堂
出
版

二
〇
〇
四
.

一
〇
刊

橋
本
博
編

『大
武
鑑
』
中
巻

名
著
刊
行
会

一
九
六
五
.
五
刊

近
松
真
知
子
著

｢開
国
以
後
に
お
け
る
幕
府
職
制
の
研
究
｣
(『幕
府
制
度
史
の
研
究
』
所
収

吉
川
弘
文
館

一
九
八
三
.

一
〇
刊

飯
塚
修
三
著

｢
播
州
と
蘭
学
｣

『和
算
』

一
〇
二
号
所
収

近
畿
数
学
史
学
会
会
誌

二
〇
〇
四
刊

歴
史
学
研
究
会
編

『
日
本
史
年
表
』

岩
波
書
店

一
九
九
四
.
四
刊

｢安
政
大
地
震
実
験
談
｣
､
｢撰
要
永
久
録
｣
巻
六
四
'
東
京
大
学
地
震
研
究
所
編

『
日
本
地

震
史
料
』
第
五
巻
別
冊
二
ノ

l
所
収

1
九
八
五
.
二
刊

野
口
武
彦
著

『安
政
江
戸
地
震
』

ち
く
ま
学
芸
文
庫

筑
摩
書
房

二
〇
〇
四
.

1
二
刊

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
著

『柳
営
補
任
』
『大
日
本
近
世
史
料
』
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